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会場 ２F ポスター会場 一般演題（ポスター） 14:00-14:50 

 

P-01 特定機能病院における Single IRB の実態調査 

〇近藤 直樹 1、濃沼 政美 2、樋口 昇大 3、他 

1国立がん研究センター、2帝京平成大薬、3国立国際医療研究センター 

 

P-02 PTSD に対するリルゾール併用持続エクスポージャー療法の実施可能性と安全性

の検討：POM 評価を含む探索的オープンラベル試験の提案 

 〇山田 光彦 1、古家 宏樹 2、山田 美佐 1,3 

 1東京家政学院大・病態生理、2都医学研・精神行動、3NCNP・精神薬理 

  

P-03 PTSD 治療のためのリルゾール併用持続エクスポージャー療法の開発：ランダム

化プラセボ対照試験の提案 

○山田 光彦 1、古家 宏樹 2、山田 美佐 1,3 

1東京家政学院大・病態生理、2都医学研・精神行動、3NCNP・精神薬理 

 

P-04 薬物療法と taVNS の併用による Long COVID 治療：探索的試験の提案 

○山田 光彦 1、勝沼 るり 2、高村 恒人 2、関口 敦 2 

1東京家政学院大・病態生理、2NCNP・行動医学 

  

P-05 おむつ利用者の SGLT-2 阻害薬 による尿路感染症リスクの検討 

   〇樋口 かれん、小見 暁子、友松 愛、土井 信幸 

高崎健康福祉大学 薬学部 地域医療薬学研究室 

 

P-06 COPD 患者におけるマクロライド 療法 の有用性に関する検討 

○小見 暁子、糸井 桜華子、土井 信幸 

高崎健康福祉大学 薬学部 地域医療薬学研究室 

 

P-07 シラバスから解析した薬学教育における医療 DX 推進の展望 

〇福來 美歩、小見 暁子、土井 信幸 

高崎健康福祉大学 薬学部 地域医療薬学研究室 
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P-08 三次救急医療機関に従事する薬剤師への薬物中毒医療教育の必要性 

〇小原 衣未里、渡辺 圭、近藤 匡慶、源平 麻衣、菅谷 量俊、林 太祐 

日本医科大学多摩永山病院 薬剤部 

 

P-09 実臨床の問い合わせに対応した注射薬配合変化表の作成と有用性について 

〇田沼 健太郎、安田 和誠、小関 遥香、船崎 秀樹、小林 明信 

国立病院機構 東京病院 薬剤部 

 

P-10 メラトニンがバンコマイシン関連腎障害に対して予防効果をもたらす可能性に

ついて : FAERS を用いた解析 

   〇間 勝之、栃倉 尚広、大塚 進 

日本大学医学部附属板橋病院薬剤部 

 

P-11 FAERS を用いたテゼペルマブと心臓障害との関連性の調査 

○袴田 潤、橋口 正行、志賀 剛 

東京慈恵会医科大学 医学部 医学科 臨床薬理学講座 

 

P-12 吸入薬使用時における嗄声および口腔カンジダ症の発現傾向の解析：米国副作

用自発報告データベースを用いた検討 

〇小川 桃果 1、岡田 章 1,2、世良 庄司 1,2、永井 尚美 1,2 

1武蔵野大薬、2武蔵野大薬研 

 

P-13 アダリムマブの血中薬物曝露量と副作用発現傾向の解析：医薬品副作用自発報

告データベースを利用した検討 

〇吉田 美結 1、岡田 章 1,2、世良 庄司 1,2、永井 尚美 1,2 

1武蔵野大薬、2武蔵野大薬研 

 

P-14 薬剤性パーキンソニズム発症期間に関与する因子の探索 

○吉田 真刀、大山 凜夏、赤沢 学、植沢 芳広 

明治薬大 
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P-15 薬剤性パーキンソニズムの重篤化に関連する因子の探索：JADER を用いた機械

学習による解析 

○大山 凜夏、吉田 真刀、植沢 芳広 

明治薬大 

 

P-16 2 型糖尿病患者におけるセマグルチド服薬遵守と心血管疾患との関連性 

○益戸 智香子、鈴木 梨々香、依田 紗織、田島 純一、西牟田 章戸 

堀井 剛史、湯浅 勝敏、小川 ゆかり、髙尾 良洋、三原 潔 

武蔵野大学 薬学部 

 

P-17 高齢脳卒中患者におけるスタチン薬療法の ADL への影響：メタ解析 

〇赤嶺 瞳、小川 ゆかり、田島 純一、西牟田 章戸、堀井 剛史、 

益戸 智香子、湯浅 勝敏、依田 紗織、高尾 良洋、三原 潔 

武蔵野大学 薬学部 薬学科 

 

P-18 難治性痒疹性栄養障害型表皮水疱症にネモリズマブが有効であった 1 例 

○西島 秀和 1,2、小林 亮 2、片野 昌宏 2、山本 千蘭 3、小宮根真弓 3、 

今井 靖 1,2 

1自治医科大学 薬理学講座 臨床薬理学部門、2同 附属病院 薬剤部、 

3同 皮膚科学講座 

 

P-19 肝移植後のレテルモビル投与経路変更に依存した薬物相互作用の変化 

○大柿 景子 1,2、大友 慎也 2,3、園田 洋史 1、桂田 健一 1、今井 靖 1,2 

1自治医科大学 薬理学講座 臨床薬理学部門、2自治医科大学附属病院  

薬剤部、3自治医科大学附属病院 感染制御部 

 

P-20 生薬ニンジン代謝物の ERアゴニスト活性評価と神経保護への応用 

○亀卦川 真美 1,2、植沢 芳広 2、曽根 秀子 1 

1横浜薬大、2明治薬大 
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P-21 構造活性相関および機械学習を用いた薬の乳汁移行予測モデルの構築 

○前島 多絵 1、鈴木 帆乃花 1、伊藤 直樹 2、渡邊真知子 1、板垣 文雄 1 

1帝京大薬、2帝京大医 

 

P-22 バンコマイシン TDM ソフトウェア PAT を用いた採血ポイント数の影響の解

析：トラフとピーク・トラフデータ間での乖離要因の検討 

〇吉田 茉以 1、清水 優貴 2、渡邉 武明 2、町田 洋平 2、佐藤 大輔 2、 

門田 佳子 2、花田 和彦 1 

1明治薬大 薬物動態学、2東京歯科大学市川総合病院 薬剤部 

 

P-23 進展型小細胞肺癌に対するカルボプラチン+エトポシド±アテゾリズマブ/デュ

ルバルマブ併用療法における好中球減少の数理学的モデルの検討 

○寺田 恒一 1、平間 辰之介 1、三浦 華歩 2、花田 和彦 1 

1明治薬大 薬物動態学、2国立がん研究センター東病院 薬剤部 

 

P-24 『薬物治療塾』D コースにおける新薬情報の客観的評価 

相原 史子 1、〇深瀬 慎一郎 1、星野 静 1、緒方 宏泰 2 

1薬物治療塾 D コース運営委員、2明治薬科大学名誉教授 

 

P-25 Drugs.com を用いた在宅・施設高齢者の薬物相互作用に関する評価研究 

○南郷 大輔、芳賀 光平、中谷 美夏、山口 潔 

ふくろうクリニック等々力 

 

  


